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れ ん ご う 
（1） 

うらへ続く 

連
合
宮
城
石
巻
地
協
は
石
巻

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
２
０

２
５
年
新
年
交
歓
会
を
地
域

労
働
組
合
の
代
表
者
が
６０
名

集
ま
り
開
催
を
い
た
し
ま
し

た
。
加
藤
議
長
よ
り
「
今
期
２

０
２
５
春
季
生
活
闘
争
は
非

常
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
地
域
を
上
げ
て
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。 

今
年
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
石
巻
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
石
巻
マ
ン
ド
リ

ー
ノ
に
よ
る
新
春
演
奏
を
ご

披
露
い
た
だ
き
、
マ
ン
ド
リ
ン

の
優
雅
な
演
奏
と
食
事
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
は
巳
年 

連
合
宮
城
石

巻
地
協
の
活
動
も
脱
皮
（
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
）
し
な
が
ら
活
動
を

前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

【
ご
来
賓
】 

菊
池
一
磨
様
（
連
合
宮
城
）・
遠

藤
裕
美
様
（
安
住
衆
議
院
議
員

秘
書
）
・
齋
藤
正
美
様
（
石
巻

市
）・
渥
美
巖
様
（
東
松
島
市
）

青
木
八
州
様
（
石
巻
商
工
会
議

所
）・
松
本
鉄
幹
様
（
宮
城
県
経

営
者
協
会
石
巻
支
部
）
・
坂
下

賢
様
（
宮
城
県
議
会
議
員
）・
山

口
荘
一
郎
様
（
石
巻
市
議
会
議

員
）・
木
村
正
幸
様
（
石
巻
地
域

退
職
者
連
合
）
他 

 

１月 17 日 石巻地域協議会 2025 新年交歓会の開催
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石
巻
地
協
は
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
討
論
集
会
を
石
巻
市
労

働
会
館
に
て
開
催
し
、
持
続
可

能
な
賃
上
げ
を
目
指
し
、
２
０

２
５
春
季
生
活
闘
争
が
、
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
！ 

石
巻
地
協 

加
藤
議
長
よ
り

「
昨
年
の
賃
上
げ
の
実
績
は
あ

る
も
の
の
、
未
だ
物
価
上
昇
に

賃
金
が
追
い
付
い
て
い
な
い
！

地
域
全
体
で
春
闘
を
盛
り
上
げ

て
進
め
い
こ
う
」
と
挨
拶
を
頂

き
、
衆
議
院
議
員 

安
住
淳
様
・

石
巻
市
長 

齋
藤
正
美
様
・
宮

城
県
議
会
議
員 

坂
下
賢
様
・

石
巻
市
議
会
議
員 

山
口
荘
一

郎
様
よ
り
春
闘
の
後
押
し
と
な

る
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

石
巻
地
協
と
し
て
２
０
２
５
春

季
生
活
闘
争
を
盛
り
上
げ
連
合

の
運
動
が
地
域
の
労
働
組
合
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
影
響

が
波
及
で
き
る
取
り
組
み
を
進

め
て
行
き
ま
す
。
今
こ
そ
、
賃

金
、
経
済
、
物
価
を
巡
航
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
で
、
再
び
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
社
会
へ
と
動
き

出
し
ま
し
ょ
う
！ 

２月２２日 石巻地協 2025 春季生活闘争討論集会の開催
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Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
石
巻
合
板
工
業
労
働
組

合
の
今
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

２
０
２
５
労
働
条
件
闘
争
は
実
質
賃
金

の
上
昇
を
定
着
さ
せ
、
日
本
経
済
を
持
続

的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
正
念
場
と
位

置
づ
け
、
中
小
企
業
労
組
の
賃
金
水
準
を

底
上
げ
し
、
格
差
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
短
時
間
労

働
組
合
員
の
労
働
条
件
向
上
に
更
に
加

速
さ
せ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
様
な
基
本
姿
勢
の
も
と
。
生
活
向
上

を
実
感
で
き
る
賃
上
げ
を
目
指
し
、
“
賃

上
げ
額
”
を
重
視
し
た
要
求
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
地
域
別
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
踏
ま
え
、
短
時
間
労
働
組
合

員
の
賃
金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

具
体
的
な
要
求
基
準
は
、
正
社
員
組
合
員

で
賃
金
体
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
組
合

は
賃
金
体
系
維
持
分
に
加
え
４
％ 

 

１
万
２
５
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
基
準

と
し
、
賃
金
体
系
が
維
持
さ
れ
て
い
な
い

組
合
に
つ
い
て
は
６
％ 

１
万
７
０
０
０

円
基
準
で
賃
金
引
上
げ
要
求
を
行
い
ま

す
。 

ま
た
短
時
間
労
働
組
合
員
は
制
度
昇
給
分

に
加
え
て
６０
円 

５
％
基
準
と
し
、
制
度

昇
給
が
明
確
で
は
な
い
組
合
に
つ
い
て
は

８０
円 

７
％
を
基
準
で
賃
金
を
引
き
上

げ
る
方
針
と
し
ま
す
。 

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
と
し
て
全
組
合
員
に
物
価

上
昇
分
を
確
保
し
、
生
活
向
上
を
実
感
で

き
る
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

U

A
ゼ
ン
セ
ン 

石
巻
合
板
工
業
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

小
指 

健 

氏 

電
力
総
連
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
方
針

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

電
力
総
連
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
に
お

い
て
は
，
連
合
の
中
核
産
別
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

の
流
れ
を
と
め
る
こ
と
な
く
、
雇
用
の
確

保
を
大
前
提
と
し
て
、
賃
金
の
引
き
上
げ

を
は
じ
め
と
す
る
将
来
を
見
据
え
た
「
人

へ
の
投
資
」
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
電
力
関
連
産
業
で
働
く
す
べ
て
の

者
が
安
全
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き

る
魅
力
あ
る
労
働
条
件
や
労
働
環
境
の
整

備
に
向
け
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。 

 

賃
金
に
つ
い
て
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
の
確
保
を
大
前
提
に
、
電
力
関
連
産
業

の
基
盤
で
あ
る
人
材
確
保
・
定
着
に
資
す

る
と
と
も
に
、
物
価
上
昇
が
継
続
す
る
中

で
，
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
実
質
生
活
水

準
の
維
持
向
上
を
は
か
り
、
電
力
関
連
産

業
で
働
く
者
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の 

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に 

月
例
賃
金
引
き
上
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
電
力
関
連
産
業
に
働
く
者

の
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」、
め
ざ
す
べ
き

賃
金
水
準
に
こ
だ
わ
っ
た
「
格
差
是
正
」

等
の
実
現
に
向
け
、
連
合
２
０
２
５
闘
争

方
針
、
近
年
の
電
力
総
連
の
賃
上
げ
の
取

り
組
み
状
況
や
電
力
関
連
産
業
を
取
り
巻

く
情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
勘
定
し
、
３
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
要
求
と
し
ま
す
。
な
お 

賃
金
実
態
が
把
握
で
き
な
い
な
ど
の
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
９
０
０
０
円
以
上
と
し

ま
す
。 

ま
た
、
年
間
収
入
の
向
上
を
は
か
る
観
点

か
ら
、
水
準
の
引
き
上
げ
を
目
指
し
取
り

組
む
こ
と
に
加
え
て
、
豊
か
な
生
活
時
間

の
確
保
を
含
む
労
働
時
間
の
短
縮
や
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
の

実
現
な
ど
仕
事
と
私
生
活
の
調
和
が
は
か

ら
れ
る
環
境
整
備
、
年
齢
や
性
別
等
に
関

わ
り
な
く
、
健
康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
労
働
条
件
や
労
働
環
境
の
構

築
、
パ
ー
ト
等
で
働
く
者
の
待
遇
改
善
な

ど
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

要
求
に
つ
い
て
は
、
２
月
１３
日
に
団
体
交

渉
を
開
催
し
、
会
社
側
へ
要
求
・
申
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。 

と
も
に
明
る
い
未
来
の
た
め
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

電
力
総
連 

東
北
電
力
労
働
組
合
石
巻
支
部 

執
行
委
員
長 

横
江
勇
輝 

氏 

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

構
成
組
織

取
り
組
み
報
告

がんばろう


